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棚
田
は
農
業
の
場
と
し
て
は
稲
刈

り
を
終
え
て
し
ま
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
農

閑
期
と
い
う
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
農
業
だ
け
で
は
維
持
が

難
し
い
棚
田
に
お
い
て
、
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
を
な
ん
と
か
活
用
で
き
れ
ば
と
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
各

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今

注
目
の
取
り
組
み
が
棚
田
で
の
キ
ャ

ン
プ
体
験
。「
満
天
の
星
空
と
棚
田
で

目
覚
め
る
朝
」
と
い
う
特
別
な
時
間
を

味
わ
え
る
、
と
キ
ャ
ン
プ
好
き
に
も
大

好
評
だ
そ
う
。
今
号
は
4
地
域
の
最
新

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

棚田で
C   MP

稲倉の棚田 長野県上田市

●開 催 時 期：�2017年春秋に試験開催、2018年から毎年、稲刈り後→田
起こし前の、田んぼ作業がない季節の週末に随時開催。別
に通年キャンプ可能な場所あり。※2020年はコロナ禍で
2021年春開催へ延期（3月から追加募集予定）

●設 　 　 備：トイレ、水道は隣接
●参 加 費 等：�ソロ区画3500円（棚田米１合、ソーセージ等含）～�プランによる

※キャンプ用品等の有料貸出あり
●問い合わせ：�https://www.tanada-camp.com

　棚田でキャンプしながら里山を堪能する。満天の星空の下で田んぼの中にテ
ントを張り、棚田を体感することで、保全活動の一環に繋げていくことができ
たら。そんな企画が棚田の新たな可能性を示すイベントとして、注目されるよ
うになってきました。その先頭を走っているのが稲倉の棚田です。キャンプを
企画するグループ「棚田フューチャーズ」が生まれ、後援や協賛を取り付け、
当初よりキャンプ道具の貸し出しにも対応しています。
　2020年は企画を立ち上げて４年目。今年こそと意気込んでいたのに、コロナ
のせいでイベントは延期に。現在は小規模ながら貸切キャンプを実施していて、
コロナ禍の中で人気です。
　稲倉でキャンプする魅力は、昼間は美ヶ原高原などの遠景が、夜は上田市街
の夜景が見えること。もちろん星空もちゃんと見えますよ。都内から２時間半、
高速のインターから５キロとアクセスは抜群。来春のキャンプこそ、何とか開
催にこぎつけたいと、準備を整えて待機中です。

（談：棚田フューチャーズ代表・玉崎修平さん）
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棚田で
C   MP

坂折棚田 岐阜県恵那市

●開 催 時 期：�2018年秋から、田んぼ作業がない季節の週末にイベントと
して随時開催

●設 　 　 備：トイレ、水道は隣接
●参 加 費 等：�１テント4000円(２名参加費含む)　＋１名毎に1000円(状況に

より相談)��※キャンプ用品等の貸し出しはありません。各
自ご持参ください。

●問い合わせ：柘植康博（090-8321-4848）

　お米作りも終わり、次の春を待つ田んぼ。400年以上の歴史のあるこの坂折
棚田で、稲作だけではない新しい魅力を発見したい。冬の間、棚田でいろいろ
遊んでみたい。２年前から始まった「棚田でキャンプ！」。自然いっぱい絶景の
棚田で、テントを張ってキャンプしませんか。そんな呼びかけをしています。
展望広場のすぐ下の田んぼが会場なので、綺麗なトイレと水道は完備していま
す。テントやキャンプ用品は持参いただきますが、棚田米、薪や炭の販売もあ
ります。
　坂折棚田では冬場の田んぼライトアップを実施中。夕方には畔に並べられた
LEDライト1000個が灯り、幻想的なイルミネーションが楽しめます。深夜は満
天の星空が見え、運が良ければ流れ星も見られます。そして、正面の笠置山か
らの日の出は最高！　名古屋市内からだと１時間ちょっとで行けるという、ア
クセスの良さも自慢です。
　このキャンプに参加した人が坂折棚田を好きになり、次は棚田オーナーになっ
た、という方も増えてきています
　2020年秋。コロナ禍ではありますが、いろいろ用心しながら随時開催中。年
越しキャンプも予定しています！　田起こし前の３月ごろまで続ける予定です。
（談：棚田キャンプ責任者・柘植康博さん［NPO法人恵那市坂折棚田保存会理事］）



宮澤 幸雄
みやざわ  ゆきお

1955年新潟県十日町市に生まれる。新潟県警察官
として在職中の1994年、風景写真家宮下正巳氏(新
潟県妙高市在住)に出会い心酔し、指導を受けなが
ら風景写真撮影を開始する。専ら旧東頚城郡(現十
日町市)のいわゆる豪雪地帯のブナ林を対象に撮
影をしていたが、当地の棚田に展開する四季の風景
に魅了され傾倒。退職と撮影20年を機に写真集『ブ
ナと棚田の物語』(風景写真出版刊)を上梓。これまで
同名の写真展を住居地の上越市内にて3回開催。

「雪の縁取り」初冬の星峠の棚田

写
真
・
文

宮
澤 

幸
雄

　
今
号
で
は
夏
号
で
紹
介
し
た
豪
雪
地
新
潟
県
十
日
町
市

松
代
地
区
で
も
特
に
人
気
の
あ
る﹁
星
峠
の
棚
田
﹂を
再
度

取
り
上
げ
ま
す
︒星
峠
は
ほ
ぼ
全
域
が
東
側
に
開
け
て
お
り
︑

峠
の
名
前
に
ふ
さ
わ
し
く
高
台
か
ら
俯
瞰
す
る
か
の
よ
う
な

景
観
と
一
年
を
通
し
て
棚
田
越
し
に
日
の
出
シ
ー
ン
が
見
ら

れ
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
︒峠
集
落
を
過
ぎ
た
先
に
整

備
さ
れ
た
展
望
台
付
近
か
ら
は
大
小
2
0
0
余
り
の
棚
田

が
眼
下
に
広
が
り
優
美
な
景
観
を
堪
能
で
き
ま
す
︒さ
ら
に

こ
こ
か
ら
約
1
㎞
先
の
鍋
立
山
入
口
付
近
か
ら
は
シ
ン
ボ
ル

の
大
き
な
棚
田
と
雲
海
や
林
か
ら
の
光
芒
の
コ
ラ
ボ
を
捉
え

る
た
め
に
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
集
い
ま
す
︒

　
棚
田
は
収
穫
後
の
秋
口
や
春
先
の
田
植
え
前
に
な
る
と
耕

作
の
為
に
天
水
を
溜
め
て
わ
ざ
わ
ざ
水
鏡
状
に
均
し
ま
す
︒

こ
の
よ
う
に
耕
作
者
は
一
年
中
手
間
暇
を
掛
け
て
棚
田
を

守
っ
て
い
る
の
で
す
︒

　
と
こ
ろ
が
近
年
︑こ
の
水
鏡
の
棚
田
の
畦
に
立
ち
入
っ
た

り
︑棚
田
の
中
に
三
脚
を
立
て
て
棚
田
を
荒
ら
す
心
無
い
者

が
い
る
よ
う
で
す
︒さ
ら
に
棚
田
で
作
業
中
の
耕
作
者
に﹁
撮

影
の
邪
魔
だ
か
ら
ど
い
て
く
れ
﹂な
ど
と
ま
く
し
立
て
る
輩

も
い
る
そ
う
で
す
︒地
元
で
は
︑﹁
観
光
客
の
為
に
駐
車
場
や

ト
イ
レ
さ
ら
に
は
展
望
台
も
整
備
し
て
き
た
が
︑マ
ナ
ー
違
反

の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
い
て
迷
惑
し
て
い
る
﹂と
い
う
耕
作
者
の
嘆
き

を
耳
に
し
ま
す
︒耕
作
者
に
は
感
謝
こ
そ
す
れ
︑こ
れ
で
は
迷

惑
千
万﹁
本
末
転
倒
﹂と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
︒く
れ
ぐ
れ

も
耕
作
者
の
迷
惑
に
な
ら
ぬ
よ
う
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く

撮
影
し
た
い
も
の
で
す
ね
︒

　
今
回
の
メ
イ
ン
写
真
は
︑初
雪
が
棚
田
の
畦
を
縁
取
り
し
た

日
の
出
前
の
凛
と
し
た
星
峠
の
景
観
を
捉
え
た
も
の
で
す
︒

は
る
か
彼
方
に
八
海
山
︑越
後
駒
ケ
岳
︑中
ノ
岳
の
越
後
三
山

を
遠
望
で
き
ま
す
︒

豪
雪
地
の
棚
田
と

こ
れ
を
支
え
る
も
の

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

「兎の足跡」
厳冬期の日の出前、気
温－13℃にもかかわ
らず、未明に降った新
雪の上を何かを求めて
駆けめぐる野兎
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棚田で
C   MP

高山棚田 大阪府豊能町

●開 催 時 期：�2019年10月13日～ 14日、右近フェスタに合わせて初開催
※2020年春秋の企画はコロナ禍で中止

●設 　 　 備：炊事場なし、トイレは徒歩５分程度
●参 加 費 等：�ソロキャンプ3000円(棚田米、ソーセージ、薪含)～人数プラン

による　※キャンプ用品等の有料貸出あり
●問い合わせ：�https://www.ukonagripark.com/

　戦国時代のキリシタン大名として有名な高山右近。そんなゆかりある地の高
山棚田は近年、耕作放棄地化が進みつつあります。そんな使用されていない棚
田を活用して、子ども連れの家族が自然と触れ合える農業を介した空間を作り
たい。それが私たち「右近アグリパーク」の夢です。昨年秋に、高山右近フェ
スタに合わせて耕作放棄地を整備し棚田キャンプを初実施、14組総勢40名のキャ
ンパーが参加しました。炊事場がなくトイレも少し離れていますが、大自然に
囲まれた絶景の高山棚田でブッシュクラフトを楽しむスタイルですので、その
日初めてのキャンプの方々含めかなり楽しんでいただけました。そして満天の
星空の下、参加者みんなで2000本のろうそくに着火する棚田キャンドルナイト
は最高でした。
　2020年も春と秋に実施予定でしたが、残念ながらコロナのせいで断念。来年
はぜひ復活させたいと思っています。
　右近アグリパークは、キャンプだけでなく体験イベントを主催したり地域の
マーケットに参加し地元産品を販売するなど、積極的に活動しています。ぜひ
一度、HPを訪れてみてください。

（談：右近アグリパーク事務局・中根康有さん）

竹棚田 福岡県東峰村

●開 催 時 期：�2019年秋に棚田ライトアップイベントに合わせて初開催。
2020年秋が２度目

●設 　 　 備：トイレ・水道はすぐ近くの里山カフェの設備を利用
●参 加 費 等：�1区画5000円（棚田米1kg、トーチ1本含）　全10区画�

※キャンプ用品等の有料貸出あり
●問い合わせ：�岩屋キャンプ場管理棟すてら（0946-23-8423）

　東峰村は福岡県中央部の東端に位置し大分県日田市と隣接。人口は約2000人、
高齢化率は43.3%と県下一高齢化の進む地域です。中でも、竹棚田を有する竹
地区は村内でも特に高齢化率の高い地区。棚田の原風景を維持するにも想いだ
けでは及ばなくなってきました。そこで始まったのが竹棚田景観保全プロジェ
クト。地区内でキャンプ場と古民家宿泊施設、カフェを運営し、売上の一部を
棚田の景観保全につなげるというものです。棚田でＣＡＭＰはそういった取り
組みの一環として企画しました。同時開催で、棚田の石積みに光を灯すライト
アップイベントも開催。夜は幻想的な棚田の風景を、朝は暮らしと共に脈々と
引き継がれてきた里山風景を楽しんでいただけるでしょう。利用していただい
たお客様からは「農家さん方の努力や暮らしぶりを感じることができた」とい
う言葉もいただくことができ大変嬉しく思っています。�
　今後は、棚田と施設とイベントと、すべて存続していけるような新しい体制
づくりを進めると同時に、ふるさとのように愛着を持ってくれるファンが増え
てくれることを願います。� （地域おこし協力隊・江島里美）
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守
っ
て
楽
し
く

撮
影
し
た
い
も
の
で
す
ね
︒

　
今
回
の
メ
イ
ン
写
真
は
︑初
雪
が
棚
田
の
畦
を
縁
取
り
し
た

日
の
出
前
の
凛
と
し
た
星
峠
の
景
観
を
捉
え
た
も
の
で
す
︒

は
る
か
彼
方
に
八
海
山
︑越
後
駒
ケ
岳
︑中
ノ
岳
の
越
後
三
山

を
遠
望
で
き
ま
す
︒

豪
雪
地
の
棚
田
と

こ
れ
を
支
え
る
も
の

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

「兎の足跡」
厳冬期の日の出前、気
温－13℃にもかかわ
らず、未明に降った新
雪の上を何かを求めて
駆けめぐる野兎



沢
尻
棚
田
に
つ
い
て

　

宮
城
県
の
最
南
端
に
位
置
す
る
丸
森

町
。
北
部
を
東
北
第
２
位
の
長
さ
を
誇
る

阿
武
隈
川
が
貫
流
し
、
流
域
の
肥
沃
な
土

壌
を
活
か
し
た
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で

す
。
そ
の
町
の
中
心
部
か
ら
、
阿
武
隈
川

沿
い
の
国
道
３
４
９
号
線
を
８
㎞
ほ
ど

進
み
、
山
側
に
上
っ
た
先
に
は
、
沢
尻
棚

田
の
眺
望
が
広
が
り
ま
す
。

　

大
張
の
沢
尻
地
区
は
、
標
高
４
２
０
ｍ

の
山
頂
か
ら
流
れ
る
沢
尻
川
沿
い
に
開

墾
さ
れ
た
地
域
で
、
棚
田
の
面
積
は
４
・

１
ha
で
す
。
そ
の
歴
史
は
、
江
戸
時
代
か

ら
昭
和
30
年
頃
に
か
け
て
、
地
区
の
人
々

が
僅
少
な
田
・
荒
れ
地
を
、
鍬
・
も
っ
こ
・

馬
等
を
使
い
、
人
畜
一
体
と
な
っ
て
石
垣

を
積
み
、
今
の
姿
に
整
備
し
た
と
い
う
も

の
で
す
。「
日
本
の
棚
田
百
選
」
の
中
で

は
、
最
北
と
さ
れ
る
石
積
み
の
田
は
、
開

墾
に
際
し
て
掘
り
出
さ
れ
た
大
き
さ
が

ま
ち
ま
ち
の
石
が
積
み
上
げ
ら
れ
、
田
ん

ぼ
の
一
枚
一
枚
が
大
き
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
石
積
み
の
高
さ
は

多
く
が
２
～
３
ｍ
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
５

ｍ
く
ら
い
、
そ
れ
以
外
は
土
坡
の
棚
田
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
「
大
張
沢
尻
棚
田
集
落
協
定
」

と
し
て
４
軒
の
農
家
が
管
理
・
耕
作
し
て

お
り
、
天
水
・
湧
水
を
利
用
し
、
畜
産
農

家
と
の
連
携
に
よ
り
稲
わ
ら
と
堆
肥
の

交
換
な
ど
に
よ
る
有
機
農
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、
県
と

町
か
ら
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
の
認
証
を

受
け
て
、
環
境
・
美
観
に
配
慮
し
た
耕
作

を
心
掛
け
て
い
る
効
果
も
あ
り
、
棚
田
の

周
辺
に
は
昔
か
ら
の
生
態
系
が
残
っ
て

い
ま
す
。
夏
に
は
沢
山
の
蛍
が
夜
空
を
舞

い
、
収
穫
時
期
に
は
黄
金
色
の
稲
穂
と
彼

岸
花
の
朱
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
鮮
や
か

で
、
絶
好
の
写
真
撮
影
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な

り
ま
す
。

台
風
被
害
を
乗
り
越
え
て

　

2
0
1
9
年
10
月
に
発
生
し
た
令
和

元
年
東
日
本
台
風
は
、
丸
森
町
全
域
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
平
野
部

東
北
の
石
積
み
棚
田
を
耕
し
続
け
る

　
　
　
　
　
　
〜
大
張
沢
尻
棚
田
保
全
の
取
り
組
み

宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町 

沢
尻
棚
田

写真コンテストより1：「棚田に華を添えて」（撮影：渡辺浩二）／ 2：「田植え始動」（撮影：丹野寛志）
3：「一服」（撮影：松本正紀）／ 4：「稲刈り風景」（撮影：安達一郎）

2 3 4
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で
は
多
く
の
水
田
が
冠
水
し
、
山
間
部
で

は
山
崩
れ
な
ど
に
よ
り
、
水
田
に
大
量
の

土
砂
が
流
入
し
た
場
所
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
張
地
区
に
お
い
て
も
、
総
雨
量
は

４
８
１
㎜
と
な
り
、
当
時
、
沢
尻
棚
田
で

作
付
け
し
て
い
た
全
筆
に
亘
り
大
小
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
棚
田
へ
通

じ
る
主
要
道
路
に
も
落
石
が
発
生
し
、
発

災
後
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
現
在
で
も

道
路
の
一
部
が
塞
が
れ
た
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
は
翌
年
の
作
付
け

も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
し
た
が
、
行
政
に

よ
る
復
旧
工
事
を
待
た
ず
に
、
集
落
協
定

で
の
復
旧
作
業
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。
幸

い
な
こ
と
に
、
集
落
協
定
で
は
運
搬
車
や

バ
ッ
ク
ホ
ー
等
の
重
機
を
取
り
扱
う
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
い
た
の
で
、
重
機
を
リ
ー
ス

で
確
保
し
、
協
定
構
成
員
の
３
名
で
復
旧

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
10
日
以
上
を
費
や

し
、
農
地
を
復
旧
で
き
た
こ
と
で
、
翌
年

も
無
事
作
付
け
を
行
い
、
収
穫
ま
で
漕
ぎ

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
困
難
な
状

況
に
あ
っ
て
も
、
棚
田
を
守
り
、
こ
の
先

も
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
い
う
強
い
思

い
を
改
め
て
感
じ
た
出
来
事
で
し
た
。

今
後
の
課
題

　

棚
田
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
と
、
今

が
重
要
な
節
目
な
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
耕
作
放
棄
等
の
困
難

な
状
況
に
直
面
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
う
に
か
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
の
棚
田
を
取
り
巻
く
状

況
を
考
え
ま
す
と
、
管
理
・
耕
作
を
行
う

地
域
の
人
々
の
高
齢
化
や
、
イ
ノ
シ
シ
等

野
生
動
物
の
急
激
な
増
加
と
そ
れ
に
伴
う

農
作
物
の
食
害
、
そ
れ
に
加
え
て
、
台
風

被
害
か
ら
の
完
全
な
復
旧
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
来
町
者
の

減
少
な
ど
、
難
し
い
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
明
る
い
兆
し
も
あ
り
ま
す
。

2
0
2
0
年
は
地
元
の
県
立
伊
具
高
等
学

宮城県・丸森町

丸森駅

阿武隈急行線

●
沢尻棚田

349
349

国道のトンネル手前に棚田入り口の看板あり
右折し約1.5ｋｍ。 付近に目標物は無い。

■ 棚田へのアクセス
【公共交通】	 阿武隈急行線丸森駅下車、

駅前よりタクシー利用で約
10分

【自	動	車】	 高速道路から丸森駅を目指
し、ここから阿武隈川沿い
に国道349号を西へ6.5㎞。				
棚田入り口の看板があるので
右折し約1.5㎞北上

■ お問い合わせ
丸森町役場		農林課		tel	:	0224-72-3026

有
効
な
情
報
発
信
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
棚
田
を
取
り
巻
く
状
況

は
様
々
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
棚
田
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
方
法
を
模
索
し
、

美
し
い
沢
尻
棚
田
を
守
り
、
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
張
沢
尻
棚
田
集
落
協
定
代
表 

大
槻 

光
一
）

上：体験実習の説明／下：電柵の設置

2019年の台風による崩落箇所

校
の
農
学
系
学
科
の
３
年
生
に
よ
る
体
験

実
習
の
申
し
入
れ
を
受
け
、
延
べ
４
回
に

亘
り
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
草
刈
り
や
イ

ノ
シ
シ
対
策
に
よ
る
電
柵
の
設
置
、
秋
の

収
穫
期
の
コ
ン
バ
イ
ン
体
験
実
習
な
ど
を

通
し
て
、
棚
田
の
存
在
と
そ
の
魅
力
を
知

り
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
と
い
う
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
や
県
の
協
力
の
も
と
、
沢
尻

棚
田
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
１
６
９
点

に
も
及
び
、
棚
田
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

に
驚
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
観
光
素
材
と
し
て
の
棚
田
を
考

え
れ
ば
、
棚
田
を
訪
れ
て
写
真
を
撮
影
す

る
コ
ン
テ
ス
ト
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
、

基
本
的
に
屋
外
で
の
活
動
で
あ
り
密
に
な

る
こ
と
も
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

7



棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
転
身

長
野
県
上
田
市 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

玉
崎 

修
平

　上
田
は
街
と
山
の
距
離
が
い
い
。

　威
風
堂
々
と
し
た
有
名
な
山
も
あ
る
が
、そ
れ
ら
は
遠
く
に
望
む
の

が
い
い
。

　里
山
に
囲
ま
れ
る
上
田
は
、ち
ょ
っ
と
キ
ノ
コ
を
取
り
に
い
く
日
常
に

溶
け
込
ん
だ
山
と
の
暮
ら
し
、心
地
よ
さ
。

　思
え
ば
テ
レ
東
の
ニ
ュ
ー
ス
特
集
だ
っ
た
か
？

　棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。ネ
ッ
ト
検
索
し
た
当
時
、blog

更
新
を

一
生
懸
命
し
て
い
た「
稲
倉
の
棚
田
」に
ヒ
ッ
ト
。
12
年
前
に
棚
田
オ
ー

ナ
ー
と
な
っ
て
自
転
車
で
訪
れ
た
の
が
お
付
き
合
い
の
始
ま
り
だ
。

　そ
の
後
、都
内
で
も
何
か
活
動
で
き
な
い
か
と
N
P
O
法
人
棚
田

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
顔
を
出
す
よ
う
に
な
り
、棚
田
や
里
山
で
の
保
全
活

動
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。こ
れ
ま
で
と
毛
色
の

異
な
る
人
と
出
逢
い
、考
え
方
に
触
れ
た
こ
と

が
、生
き
方
を
決
め
る
要
因
と
な
っ
た
の
は
確
か

だ
。　2

0
1
7
年
か
ら
稲
倉
の
棚
田
で
主
催
す
る

「
棚
田
C
A
M
P
」の
運
営
理
念
は
、観
光
優
等

生（
営
農
劣
等
生
な
の
に
）と
な
り
得
る
棚
田
の

現
状
を
無
理
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
た
訳
で
、こ
れ
は
間
違
い
な
く
12
年
間

の
蓄
積
な
く
し
て
は
辿
り
着
い
て
な
い
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
な
っ
た
の
は
、長
年

気
に
掛
け
て
い
た
彼
女
と
一
緒
に
な
り
、と
も
に

人
生
を
歩
み
た
く
な
っ
た
。そ
れ
に
尽
き
る
。

　10
月
に
就
任
し
て
か
ら
早
2
ヶ
月
。地
元
の
爺

様
や
主
婦
と
も
心
打
ち
解
け
て
幸
せ
な
日
々
で

あ
る
。

　3
年
間
の
任
期
、あ
と
は
上
田
と
結
婚
す
る

だ
け
か
な
。（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
）

　ト
ロ
ノ
キ
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
初
め
て
の
稲
刈
り
を
し

ま
し
た
。

　田
ん
ぼ
の
水
は
、
雨
水
と
湧
き
水
頼
み
、
田
植

え
後
の
天
気
と
前
の
冬
の
降
雪
量
が
大
き
く
影
響
し

て
き
ま
す
。こ
の
夏
を
一
言
で
表
す
と
、長
雨
⬇
フ
ェ
ー

ン
⬇
長
雨
で
す
。
田
ん
ぼ
は
中
途
半
端
な
柔
ら
か
さ

で
コ
ン
バ
イ
ン
も
バ
イ
ン
ダ
ー
も
手
に
負
え
な
い
厳
し

い
状
況
で
し
た
。
機
械
は
何
度
も
故
障
し
、
暗
く
な

る
ま
で
作
業
を
す
れ
ば
、
車
を
田
ん
ぼ
に
落
と
し
か

け
て
身
動
き
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
そ
の
車
を
助
け

よ
う
と
し
た
車
も
別
の
水
路
に
は
ま
っ
た
り
、
倒
伏

し
た
田
に
カ
モ
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
が
入
っ
て
遊
び
、
穂

を
踏
み
込
ん
で
し
ま
っ
て
、
機
械
は
お
ろ
か
手
で
も

刈
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
状
態
に
な
っ
た
り
。

　そ
の
田
は
、
積
極
的
放
置
と
い
う
方
法
を
選
び
ま

し
た
が
、
景
観
の
悪
さ
に
耐
え
き
れ
ず
11
月
末
に
稲

刈
り
を
し
ま
し
た
。
稲
作
を
始
め
た
年
に
、
棚
田
の

稲
作
に
お
い
て
の
ほ
と
ん
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
で
き

る
と
い
う
最
高
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

　ど
ん
な
年
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
機
械
や
人
の

脚
を
掴
ん
で
離
さ
な
い
絶
妙
な
硬
さ
の
べ
と
（
土
の

方
言
）
で
育
っ
た
お
米
の
美
味
し
さ
は
、
人
の
心
も

掴
ん
で
離
さ
な
い
絶
妙
な
美
味
し
さ
で
、
そ
の
ご
飯

を
食
べ
な
が
ら
真
っ
白
な
冬
を
越
す
頃
に
は
、
今
年

の
苦
労
の
記
憶
も
真
っ
白
に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
や
る
気

に
満
ち
た
春
を
迎
え
ま
す
。

ト
ロ
ノ
キ
フ
ァ
ー
ム

Toronoki Farm Story

条件が良い場所も慎重な作業、
フォローのためのバインダーが待機

動物たちに踏み込まれてしまった田の
最後の稲刈り

小
山 

友
誉
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突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

棚
田
博
士
に
聞
く

「
想
い
出
に
残
る
出
会
い
～
棚
田
の
研
究
を
始
め
た
こ
ろ
～
」 （
前
編
）

	中
なかしま

島	峰
みねひろ

広（棚田博士）
早稲田大学名誉教授。学術博士。ＮＰＯ
法人棚田ネットワーク代表。全国棚田
( 千枚田 ) 連絡協議会理事、棚田サミッ
ト開催地選定委員会委員長。1933年
宮崎県生まれ。早稲田大学教育学部地
歴科卒。2004年まで早稲田大学教育
学部教授。著書に『日本の棚田—保全へ
の取組み』『百選の棚田を歩く』『続・百
選の棚田を歩く』『棚田 その守り人』( 以
上、古今書院 )。現在、百選外の棚田に
ついての執筆準備のため全国行脚中。

　
本
誌
の
連
載
記
事
「
棚
田
博
士
は
今
日

も
行
く
」
は
稀
に
見
る
長
寿
紀
行
文
で

す
。
紀
行
文
と
い
う
よ
り
は
棚
田
の
調
査

訪
問
記
と
言
っ
た
方
が
適
切
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
棚
田
の
情
景
と
と
も
に
記
事
の

核
心
に
は
、
つ
ね
に
棚
田
地
域
の
守
り
人

が
登
場
し
ま
す
。「
棚
田
博
士
」
こ
と
中

島
峰
広
氏
に
よ
る
連
載
は
2
0
0
7
年

に
始
ま
り
今
年
で
64
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
棚
田
界
で
は
他
に
例
を
見
な
い
長
期

連
載
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
年
は
事
情
が
一
変
。
新

型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
棚
田
訪
問
も
自
粛

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
つ
い
に
は
取
材
不
足

で
連
載
も
中
断
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
こ
の
中
断
期
間
を
利
用
し
連
載
執
筆

者
で
あ
る
中
島
峰
広
氏
に
突
撃
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
試
み
ま
し
た
。
早
期
の
コ
ロ
ナ

終
息
と
「
棚
田
博
士
は
‥
‥
」
の
連
載
再

　

私
が
早
稲
田
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
に

な
っ
た
頃
、
東
大
教
授
の
古
島
敏
雄
氏
が

『
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
』
と
い
う
本
を

岩
波
新
書
か
ら
出
版
さ
れ
て
、「
文
献
が

残
っ
て
い
な
い
時
代
の
歴
史
は
、
土
地

を
観
察
し
推
測
す
る
こ
と
に
よ
り
探
り

当
て
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
。

棚
田
の
水
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
て
「
古

来
、
田
ん
ぼ
は
豪
族
や
行
政
が
取
り
仕
切

り
開
発
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
農

開
を
願
う
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
空
白
を

埋
め
る
べ
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に

想
い
出
に
残
る
人
物
を
は
じ
め
多
彩
な

角
度
か
ら
秘
話
を
2
回
に
わ
た
り
お
届

け
し
ま
す
。

　
今
号
で
は
、「
棚
田
の
研
究
を
始
め
た

こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
三
重
県
熊
野
市
の
丸

山
千
枚
田
に
ま
つ
わ
る
秘
話
を
紹
介
し

ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
三
重
県
・
丸

山
千
枚
田
で
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
は
東
京

在
住
の
水
野
晴
美
さ
ん
で
す
。（
編
集
部
）

棚
田
の
研
究
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

私
が
早
稲
田
大
学
に
入
学
し
た
の
は

昭
和
28
年
（
1
9
5
3
年
）。
恩
師
で
あ

る
竹
内
常
行
教
授
は
東
大
を
卒
業
さ
れ
、

金
沢
大
学
を
経
て
早
稲
田
に
来
ら
れ
た
。

後
に
先
生
は
「
僕
は
中
島
君
と
同
級
生
だ

か
ら
な
～
」
と
よ
く
仰
っ
て
い
た
。
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民
が
個
々
に
開
墾
し
た
為
、
大
掛
か
り

な
水
路
な
ど
の
工
事
を
行
う
技
術
資
力

は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
ら
、
雨
の
み
で
耕
作
す
る
天
水
田
だ
っ

た
だ
ろ
う
」
と
論
理
的
な
理
屈
を
述
べ
て

お
ら
れ
て
ね
。
そ
れ
を
読
ん
だ
水
田
灌
漑

の
研
究
を
さ
れ
て
い
た
竹
内
教
授
が
「
自

分
は
今
ま
で
沢
山
の
田
ん
ぼ
を
訪
ね
て

き
た
が
水
路
の
な
い
地
域
は
見
た
こ
と

が
な
い
。
文
部
省
か
ら
科
学
研
究
費
を
も

ら
い
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
研
究
を
し
て

み
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
の
提
案
が
あ
り

取
り
組
む
こ
と
に
し
た
ん
だ
。

　

昭
和
40
年
代
中
頃
、
先
ず
三
重
県
紀
和

町
（
当
時
）、
奈
良
県
生
駒
市
、
故
郷
近

く
の
宮
崎
県
諸
塚
村
の
3
か
所
の
棚
田

を
研
究
対
象
と
し
訪
ね
た
ん
だ
よ
。
結
論

か
ら
言
う
と
3
か
所
の
棚
田
と
も
取
水

の
方
法
は
異
な
る
が
水
路
は
既
に
あ
っ

た
ね
。

初
め
て
訪
れ
た
丸
山
千
枚
田
の

印
象
は
い
か
が
で
し
た
か

　

先
ず
規
模
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い

た
丸
山
千
枚
田
を
訪
ね
た
が
、
遠
か
っ

た
。
東
京
か
ら
乗
っ
た
東
海
道
線
の
「
瀬

戸
」
は
名
古
屋
で
前
方
車
両
は
紀
伊
半
島

を
南
下
し
て
那
智
勝
浦
ま
で
、
後
方
車
両

は
高
松
ま
で
と
分
か
れ
て
走
る
特
別
寝

台
列
車
だ
っ
た
。
当
時
、
丸
山
千
枚
田
が

あ
る
紀
和
町
へ
は
和
歌
山
県
の
新
宮
か

ら
バ
ス
が
出
て
お
り
海
岸
沿
い
に
阿
田

和
ま
で
戻
り
、
そ
こ
か
ら
山
間
部
に
入
っ

て
行
く
ル
ー
ト
だ
っ
た
。

　

丸
山
千
枚
田
の
手
前
に
高
い
峠
が

あ
っ
て
ね
、
今
で
こ
そ
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る

が
、
当
時
は
細
い
林
道
の
急
な
坂
道
だ
っ

た
の
で
、
峠
の
茶
屋
で
バ
ス
の
運
転
手
の

た
め
に
休
息
時
間
が
あ
っ
た
ん
だ
。
鉱
山

の
鉱
石
や
、
林
業
も
盛
ん
だ
っ
た
か
ら
木

材
を
山
積
み
し
た
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
も

多
く
て
、
細
い
道
を
す
れ
違
う
時
な
ど
、

乗
客
を
乗
せ
た
バ
ス
の
運
転
は
神
経
を

使
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
の
休
憩
時
間

に
風
伝
餅
と
い
う
あ
ん
こ
ろ
餅
を
食
べ

た
よ
。
餅
の
ほ
か
に
バ
ナ
ナ
な
ど
の
果
物

が
売
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
峠
の
名
前
は

「
風
伝
峠
」。
な
ん
と
も
良
い
響
き
の
名
前

だ
ね
。
風
が
伝
わ
る
峠
だ
よ
。
地
理
学
研

究
者
と
し
て
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
峠
に
は
運
が
良
け
れ
ば
「
風
伝

お
ろ
し
」
が
現
れ
る
ん
だ
よ
。
棚
田
に
雲

海
を
も
た
ら
し
た
霧
が
あ
ふ
れ
、
峠
を
越

え
東
隣
の
尾
呂
志
集
落
に
ゆ
っ
く
り
流

れ
落
ち
る
ん
だ
。
尾
呂
志
側
か
ら
見
る
そ

の
光
景
は
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
白
い
霧

に
乗
っ
た
神
々
が
、
夜
明
け
と
共
に
ゆ
っ

く
り
山
を
下
る
よ
う
に
も
見
え
る
ん
だ
。

　

当
時
は
板
屋
集
落
に
も
宿
が
あ
っ
て

ね
、
役
場
職
員
の
福
岡
さ
ん
に
紀
和
町
の

数
か
所
の
棚
田
を
案
内
し
て
も
ら
い
、
お

寺
の
住
職
と
も
会
談
し
た
こ
と
が
あ
る

ん
だ
よ
。

　

丸
山
千
枚
田
を
一
望
し
た
時
、

“
お
ぉ
ー
”
と
言
葉
が
漏
れ
、
息
を
呑
ん

だ
よ
。
今
も
全
国
屈
指
の
規
模
で
は
あ
る

け
れ
ど
当
時
の
風
景
は
本
当
に
凄
か
っ

た
。
こ
の
棚
田
は
湧
水
が
出
る
山
の
中
腹

よ
り
上
段
側
に
民
家
が
あ
り
、
民
家
か
ら

下
の
川
の
方
ま
で
田
ん
ぼ
が
流
れ
落
ち

る
よ
う
に
続
い
て
い
る
。
勾
配
が
急
な
個

所
も
多
く
足
場
の
良
い
畦
は
自
然
と
曲

1：昭和中頃の田植え風景（丸山千枚田）／ 2：
昭和中頃と推測される丸山千枚田／ 3：春先
の丸山千枚田／ 4：冬場の丸山千枚田／ 5：
風伝おろし

1

2

3

5

4
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が
り
く
ね
っ
た
細
い
道
を
形
作
り
、
棚
田

の
あ
ち
こ
ち
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の

細
い
道
を
大
き
な
稲
束
を
背し

ょ
い
こ

負
子
で
担

い
で
登
る
光
景
を
目
に
し
た
り
、
腰
の
曲

が
っ
た
お
年
寄
り
に
出
会
う
度
に
「
こ
れ

は
何
と
大
変
な
重
労
働
だ
ろ
う
」
と
胸
が

詰
ま
り
、
何
と
か
暮
ら
し
の
向
上
を
手
助

け
し
た
い
と
思
っ
た
な
～
。

　

今
で
は
棚
田
の
縦
横
に
農
道
が
整
備

さ
れ
農
耕
車
ば
か
り
で
な
く
、
観
光
客
も

車
で
自
由
に
往
来
で
き
る
。
名
古
屋
方
面

か
ら
の
高
速
道
路
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

る
し
、
夜
行
バ
ス
も
利
用
で
き
る
な
ど
以

前
よ
り
か
は
近
く
な
っ
た
よ
ね
。
こ
の
棚

田
も
昔
は
陽
の
当
た
ら
な
い
存
在
だ
っ

た
が
、
平
成
の
保
存
会
結
成
を
期
に
展
望

が
開
け
「
今
ま
で
下
を
向
い
て
生
き
て
き

た
が
、
や
っ
と
上
を
向
い
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
」
と
い
う
お
年
寄
り
の

話
が
印
象
に
残
る
ね
。

丸
山
千
枚
田
で
印
象
に
残
る
人

を
挙
げ
て
く
だ
さ
い

　

な
ん
と
言
っ
て
も
北
富
士
夫
さ
ん
で

す
ね
。
北
さ
ん
と
は
紀
和
町
で
行
わ
れ
た

1
9
9
9
年
の
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
の
時
か

ら
の
付
き
合
い
か
な
。
丸
山
千
枚
田
は
私

が
初
め
て
訪
れ
た
棚
田
で
、
全
盛
期
を
こ

の
目
で
見
て
い
る
か
ら
ね
。
今
も
す
ご
い

と
思
う
け
れ
ど
、
あ
の
頃
は
棚
田
の
真
ん

中
を
貫
く
道
路
も
な
か
っ
た
か
ら
素
晴

ら
し
い
景
観
だ
っ
た
。　
　
　

　

北
さ
ん
と
は
年
も
近
い
こ
と
も
あ
り

話
が
合
っ
た
ん
だ
よ
。
N
H
K
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
「
未
来
派
宣
言
」
に
出

る
と
き
も
相
談
に
乗
っ
た
り
し
た
ん
だ
。

昭
和
初
期
2
0
0
0
枚
を
超
え
た
と
い

わ
れ
る
丸
山
千
枚
田
も
昭
和
50
年
代
に

は
荒
廃
が
一
気
に
進
ん
で
ね
、
平
成
元
年

（
1
9
8
9
年
）
に
は
5
3
0
枚
ほ
ど
し

か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。
こ
れ

は
何
と
か
せ
に
ゃ
い
か
ん
と
平
成
5
年

（
1
9
9
3
年
）
に
は
保
存
会
が
結
成
さ

れ
復
田
、
オ
ー
ナ
ー
制
の
導
入
、
展
望
台

の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
後
4

年
間
で
約
8
0
0
枚
も
復
田
し
た
と
い

う
か
ら
す
ご
い
こ
と
だ
よ
。
そ
の
中
心
に

な
っ
た
の
が
初
代
保
存
会
会
長
の
北
さ

ん
で
あ
り
、
丸
山
千
枚
田
を
語
る
と
き

真
っ
先
に
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
。
ま
た

北
さ
ん
は
写
真
好
き
で
ね
、
雲
海
の
棚
田

や
夜
景
の
棚
田
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
写

真
展
に
出
展
し
た
り
雑
誌
に
投
稿
し
た

り
と
棚
田
を
宣
伝
し
て
い
た
よ
。

（
次
号
に
続
く
）

丸山千枚田の守り人 北富士夫さん

丸山千枚田空撮

1

三重県・熊野市

紀
勢
本
線

熊野市駅
丸山千枚田

42

311

風伝トンネル
311

熊
野
灘

名古屋方面

42

新宮方面

風伝峠 尾呂志

阿田和

40

●

丸山千枚田へのアクセス

【公共交通】熊野市駅前より三重交通バスの瀞流荘
行きに乗車し、「千枚田・通り峠」下
車徒歩20分。運行本数は1日4本程度
と少ない

【自 動 車】国道42号線から国道311号線に入り、
風伝トンネルの出口を右折、県道40
号を約3ｋｍ進むと道路沿いに展望台
がある



会員の声

棚田から
新たなスタート

大阪府大阪市  山村 哲史

　遠きにありて思うもの̶̶。20年ほど続
いた私と棚田とのこんな距離感が2020年、
がらりとかわりました。勤めていた職場を４
月にやめ、農学部の大学院で学びながら、移
住を視野に入れて京都府北部の「毛原の棚
田」に通っています。距離感は確実に近づいて
いるという実感があります。
　棚田との縁は、大学生のころ「毛原の棚田」

（京都府福知山市大江町）を訪ねたことが
きっかけでした。ちょうど集落を挙げた「棚田
農業体験ツアー」を始めたところ。「新しいこ
とをやろう！」という活気にあふれ、地元のみ
なさんは家族のように迎え入れてくれまし
た。この年は長野県での第３回全国棚田サ
ミットや、奈良県明日香村の「稲渕の棚田」に
もおじゃましました。
　棚田をテーマに卒業論文を書いた後、新聞
記者になりました。棚田百選が選定されたと
きは、取材で熊本の「菅迫田」にうかがいまし
た。熊本では水俣の棚田で草取りもさせても
らい、鳥取では田んぼを守る大学生グループ

「三徳レンジャー」に出会いました。愛媛では
「樫谷の棚田」のオーナー制度が始まる機会
に立ち会うことができました。東京では農業
政策の取材を担当し、棚田地域振興法の成立
前夜を垣間見ました。

　全国を転々とする間も、毎年毛原を訪ねる
とあたたかく迎えてもらいました。いまでは
妻と二人の娘たちにとっても大切な場所に
なっています。ただ、普段の生活と棚田の距離
はなかなか縮まりませんでした。今回の転身
には家族の事情もあるのですが、ようやく棚
田に近づけたという思いは強いです。
　全国では本当に多彩な保全活動が広がっ
ています。そのなかにあって私は、棚田ととも
にある「暮らし」が将来も続くことがとても大
事だと感じています。毛原で20年以上続く棚
田オーナー制度を、中島峰広先生は来訪が頻
繁な「就農・交流型」と分類されました。こう
した取り組みもあり、13世帯の集落で３組の
Iターン、１組のUターン移住のご家族が暮ら
されています。そこには棚田とともにある暮
らしを続けていくためのヒントがたくさんあ
ります。それを探しながら、私も輪に加わって
いきたいです。
　コロナ禍では暮らし方を大きく見直そうと
いう動きが広がり、結果として大きな意味が
ある年の新たなスタートとなりました。その
先にどんな未来があるのか。ぜひ、棚田に集
うみなさんと探っていければと思っていま
す。これからもどうぞよろしくお願いします。

会
員
の
声
募
集
！

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
」「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！  

ご
要
望
、
感
想
や
ご
質
問
で
も
O
K
！ 

（
会
員
の
声
8
0
0
字
ま
で
、
会
員
レ
ポ
ー
ト
4
0
0
字
ま
で
。
写
真
も
添
え
て
）

〒
一
六
〇
ー
〇
〇
二
三  

東
京
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イ
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付
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ま
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会員のみなさんの
ベストショット募集！！
みなさんが撮影した棚田や作業風景の
写真など、ベストショットをコメント
（70文字程度）を添えて編集部まで送っ
てください。毎号、紹介させていただ
きます！送り先は下記。

〒160-0023
東京都新宿区西新宿7-18-16
トーシンハイム704号
「棚田に吹く風　ベストショット」宛
メールでも受け付けています
⇨ hiroba@tanada.or.jp

新潟県十日町市 新田の棚田
東京都　神田茂実

久し振りに「新田の棚田」を訪ねてみました。20年
ほど前、ここは棚田ネットワークの体験田で昼は棚田
作業、夜は語り合う場でもありました。この風景を見
ると老若男女皆で楽しくやっていた光景がよみがえり
ました。



会員の声

棚田から
新たなスタート

大阪府大阪市  山村 哲史

　遠きにありて思うもの̶̶。20年ほど続
いた私と棚田とのこんな距離感が2020年、
がらりとかわりました。勤めていた職場を４
月にやめ、農学部の大学院で学びながら、移
住を視野に入れて京都府北部の「毛原の棚
田」に通っています。距離感は確実に近づいて
いるという実感があります。
　棚田との縁は、大学生のころ「毛原の棚田」

（京都府福知山市大江町）を訪ねたことが
きっかけでした。ちょうど集落を挙げた「棚田
農業体験ツアー」を始めたところ。「新しいこ
とをやろう！」という活気にあふれ、地元のみ
なさんは家族のように迎え入れてくれまし
た。この年は長野県での第３回全国棚田サ
ミットや、奈良県明日香村の「稲渕の棚田」に
もおじゃましました。
　棚田をテーマに卒業論文を書いた後、新聞
記者になりました。棚田百選が選定されたと
きは、取材で熊本の「菅迫田」にうかがいまし
た。熊本では水俣の棚田で草取りもさせても
らい、鳥取では田んぼを守る大学生グループ

「三徳レンジャー」に出会いました。愛媛では
「樫谷の棚田」のオーナー制度が始まる機会
に立ち会うことができました。東京では農業
政策の取材を担当し、棚田地域振興法の成立
前夜を垣間見ました。

　全国を転々とする間も、毎年毛原を訪ねる
とあたたかく迎えてもらいました。いまでは
妻と二人の娘たちにとっても大切な場所に
なっています。ただ、普段の生活と棚田の距離
はなかなか縮まりませんでした。今回の転身
には家族の事情もあるのですが、ようやく棚
田に近づけたという思いは強いです。
　全国では本当に多彩な保全活動が広がっ
ています。そのなかにあって私は、棚田ととも
にある「暮らし」が将来も続くことがとても大
事だと感じています。毛原で20年以上続く棚
田オーナー制度を、中島峰広先生は来訪が頻
繁な「就農・交流型」と分類されました。こう
した取り組みもあり、13世帯の集落で３組の
Iターン、１組のUターン移住のご家族が暮ら
されています。そこには棚田とともにある暮
らしを続けていくためのヒントがたくさんあ
ります。それを探しながら、私も輪に加わって
いきたいです。
　コロナ禍では暮らし方を大きく見直そうと
いう動きが広がり、結果として大きな意味が
ある年の新たなスタートとなりました。その
先にどんな未来があるのか。ぜひ、棚田に集
うみなさんと探っていければと思っていま
す。これからもどうぞよろしくお願いします。

会
員
の
声
募
集
！

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
」「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！  

ご
要
望
、
感
想
や
ご
質
問
で
も
O
K
！ 
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員
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0
0
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ま
で
、
会
員
レ
ポ
ー
ト
4
0
0
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ま
で
。
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て
）

〒
一
六
〇
ー
〇
〇
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イ
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〇
四
号
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吹
く
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員
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ひ
ろ
ば
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ー
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で
も
受
付
け
て
い
ま
す  

⇦hiroba@
tanada.or.jp

棚
田
に
想
う

差し換え

　

し
あ
わ
せ
は
食
卓
の
な
か
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

懐
か
し
い
日
本
の
子
育
て
が
あ
り
ま
し
た
。
素

足
で
駆
け
回
り
、
竹
馬
で
遊
ぶ
。
真
冬
で
も
薄

着
と
素
足
で
風
邪
も
ひ
か
な
い
。
自
分
た
ち
の

み
そ
を
毎
月
1
0
0
k
g
ず
つ
仕
込
む
。
給
食

は
玄
米
、
み
そ
汁
、
旬
の
惣
菜
。
和
食
が
苦
手

だ
と
思
わ
れ
て
い
る
現
代
っ
子
で
す
が
、
こ
こ

で
は
毎
日
完
食
で
す
。
笑
っ
て
、
泣
い
て
、
ほ
っ

こ
り
癒
さ
れ
る
子
育
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

全
国
の
劇
場
公
開
や
自
主
上
映
会
で
総
観
客
数

は
既
に
２
万
人
超
え
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
免

疫
力
キ
ー
プ
に
ぴ
っ
た
り
の
映
画
で
す
。

い
た
だ
き
ま
す

み
そ
を
つ
く
る 

こ
ど
も
た
ち
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進
士
五
十
八
の
風
景
美
学

著
者
は
福
井
県
立
大
学
長
、
元
・
東
京
農
大
学
長
。
曹
洞
宗
大
本
山
永
平

寺
の
機
関
紙
『
笠
松
』
へ
の
寄
稿
「
園
林
家
十
話
」
を
ま
と
め
た
も
の
。

中
国
語
で
「
園
林
」
は
造
園
の
こ
と
で
、
造
園
家
か
ら
見
た
美
し
い
風
景

の
地
域
創
造
の
た
め
の
十
の
基
本
的
視
点
が
書
か
れ
て
い
る
。
棚
田
フ
ァ

ン
に
は
第
八
章
の
「
食
農
と
環
境
」
が
お
薦
め
。
禅
は
精
進
料
理
を
は
じ

め
食
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
基
と
な
る
「
農
」
に
感

謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
棚
田
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
農
業
と
い
う
生

業
だ
け
で
な
く
、
文
化
、
風
景
、
生
態
と
い
っ
た
も
の
す
べ
て
＝
「
農
」
に

つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。

　
佐
世
保
・
国
見
峠
か
ら
有
田
に
向
か
う
山
中
の
岳
の
棚
田
を
見
て
「
日

本
の
風
景
は
美
し
い
！
」
と
改
め
て
感
動
し
、
こ
の
美
し
い
風
景
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
と
会
員
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
い
ざ
、
会
員
に
な
る
と
色
々
な
人
の
棚
田
に
対
す
る
想
い
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
長
崎
の
ラ
ー
メ
ン
屋
の
ラ
イ
ス
が
お
い
し
く
て
、
話
し
て
み
た

ら
日
向
の
棚
田
米
を
使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
も
う
す
ぐ
新
米
が
出
る
と

の
こ
と
で
「
ま
た
来
ま
す
！
」
と
い
っ
て
店
を
後
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

会
報
誌
で
新
潟
・
お
福
酒
造
「
山
古
志
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

お
福
酒
造
は
大
学
の
先
輩
の
ご
実
家
で
す
。
棚
田
米
は
知
ら
な
か
っ
た
の

で
早
速
注
文
し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
電
話
で
20
年
ぶ
り

ぐ
ら
い
に
先
輩
と
話
す
こ
と
が
で
き
、
棚
田
維
持
に
つ
い
て
の
活
動
を
伺

い
ま
し
た
。

　
少
し
意
識
す
る
だ
け
で
、
色
々
な

人
が
棚
田
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
し

て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
自
身
が
棚
田
に
対
し
て
何

が
で
き
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
は
棚
田
に
つ
い
て
人
と
語
ら
い

棚
田
に
対
す
る
想
い
を
交
換
す
る
こ

と
か
ら
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
新
宿
区  

関
根 

新
治

会
員
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
棚
田

の
雑
記
。「
棚
田
に
思
う
こ
と
」

を
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
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棚
田
ネ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ
の

つ
・
ぶ
・
や
・
き

今
回
の
つ
ぶ
や
き
人

事
務
局 

畦
野
花
世

〈
輪
番
制
〉

   

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る
。

■
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が
流
行
り

　
他
人
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
晒
す
気
は
毛
頭
な
い
。
自
負
は
多
少
あ
る
け
ど
自
慢

で
き
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
。
写
真
は
あ
ま
り
撮
ら
な
い
し
、
も
と
も
と
発
信
す

る
の
が
得
意
じ
ゃ
な
い
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
ま
ず
イ
ン
ス
タ
は
や
ら
な
い
。
だ
け

ど
見
る
だ
け
は
見
る
。
ア
イ
ド
ル
の
追
っ
か
け
で
。「
映
え
る
」
な
ん
て
ヘ
ン
な
単

語
が
普
通
に
出
回
る
よ
う
に
な
っ
て
、校
正
担
当
と
し
て
は
「
？
」
の
思
い
も
あ
り
。

■tw
itter 

は
怖
い
？
？

　「
呟
き
」
な
の
で
あ
ま
り
カ
リ
カ
リ
す
る
必
要
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
全
世
界
へ

発
信
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
。
世
間
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
、

匿
名
を
い
い
こ
と
に
汚
い
言
葉
で
非
難
す
る
人
も
い
る
。
炎
上
騒
ぎ
や
攻
撃
的
な 

tw
eet 

に
追
い
詰
め
ら
れ
て
命
を
絶
つ
人
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で「tw

itter 

は
怖
い
」

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
る
人
も
多
い
ら
し
い
け
ど
、
似
た
よ
う
な
人
を
フ
ォ
ロ
ー

し
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
て
い
れ
ば
、
わ
り
と
平
和
な
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
出
来
上
が
る
。
そ

し
て
と
に
か
く
情
報
が
早
い
。
な
の
で
、
私
は
偏
り
に
気
を
付
け
つ
つ
か
な
り
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
。
仲
間
も
出
来
て
、
オ
タ
ク
に
は
あ
り
が
た
い
ツ
ー
ル
。

■facebook 

は
閉
じ
た
世
界

　
こ
ち
ら
は
実
名
登
録
が
原
則
の
閉
じ
た
世
界
。
だ
か
ら
安
心
か
と
い
え
ば
そ
う

で
も
な
い
。
乗
っ
取
り
と
か
な
り
す
ま
し
と
か
、
い
ず
こ
も
同
じ
ら
し
い
。
隙
を
作

ら
な
い
た
め
に
も
リ
ア
ル
交
流
を
土
台
に
し
ま
し
ょ
う
。

■LIN
E

　
家
族
や
友
達
グ
ル
ー
プ
で
使
っ
て
い
る
人
も
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
の
せ
い

か
ど
う
か
、「〝LIN

E

はSN
S

で
は
な
い
〞説
」
も
あ
る
ほ
ど
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
。
ス
マ
ホ
で
使
う
の
が
普
通
だ
と
思
う
が
、
私
は
Ｐ
Ｃ
も
使
う
。
キ
ー

ボ
ー
ド
に
慣
れ
た
身
に
は
、
ス
マ
ホ
の
フ
リ
ッ
ク
入
力
な
ん
て
と
て
も
じ
ゃ
な
い
。

■
そ
の
他
：
掲
示
板
と
か
ブ
ロ
グ
と
かm

ixi

と
か
省
略
。

　
パ
ソ
コ
ン
通
信
か
ら
比
べ
る
と
と
に
か
く
隔
世
の
感
。
い
つ
ま
で
付
い
て
い
け
る

か
な
ぁ
。

ば

第37回

令和3年

嚙

誌上添削

げ
た
う
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川代棚田でお米づくり
千葉県鴨川市

石部棚田で昔ながらの米づくり
静岡県松崎町

棚田ビオトープ プロジェクト
岐阜県恵那市

新型コロナ禍での体験作業

稲刈り

稲刈りのお手伝い

Project Report
プロジェクトレポート

　偶然ながら昨年と同じ日、９月28日（月）棚田ビオトープの稲刈りをしま
した。岐阜県立国際園芸アカデミーの学生を中心に18名が参加、保存会の
方も指導に入っていただきました。例年通り、小さなはさ掛けを作りそこに
刈った稲を干しました。岐阜といえども、今回のようにイベントとして小学
生の時に課外活動の一環で稲刈りをすることはあっても、それなりに稲刈り
ができる人は今年、皆無でした。私のように「口で稲刈り」（腰が立たない）
をする人を含め、人と「農」の関係が乖離しているのは残念です。ともあれ、
七十二節気の「蟄虫坏戸」（むしかくれてとをふさぐ）の秋晴れの中、ヒガン
バナの最盛期がちょっと過ぎた頃、清々しい気分で活動できたと思います。
　さて、春の水溜りに卵を産むヤマアカガエルの卵塊を探す「第14回かえ
るの卵を探そう！」が３月20日（土祝）の春分の日10時から開催されます。
早春の中、ハイキング気分で棚田を散策しながら、ヤマアカガエルの卵塊を
探しませんか。	 （相田		明）

　10月3・4日、棚田ネットワークの田んぼは、今年休耕中で
稲刈りがなかったのですが、オーナー制度の田んぼは見事な実
りの季節をむかえました。今年のオーナー田での稲刈りは、や
はり出席率が悪く30組くらいのオーナーさんが欠席というこ
とと、高齢の集落の方がコロナ対策で稲刈り指導ができないの
で、私たちも仲間を引き連れてお手伝いに行ってきました。
　私たちが担当した最上部の棚田は、今年8月に逝去されたやっ
さんこと高橋靖前会長が先祖から受け継いで長年耕作し続けた場
所。今年からオーナー田として初参加の方々を迎え入れました。
見事な黄金色と真っ赤な彼岸花、そして青い海。やっさんがいつ
も見続けた風景を望みながらの弔いの稲刈りでした。コロナはい
まだ落ち着きませんが、なんとか来年は耕作を再開できるよう準
備をしておりますので、よろしくお願いします！	 （高桑	智雄）

　今年の体験プログラムは、新型コロナ感染拡大により残念な一年となりま
した。過疎地域での野外棚田作業まで影響を受けるとはびっくりです。
　4月の種蒔きは順調にスタートしたものの、緊急事態宣言で田植えなど一
連の体験作業は中止となり、地元農家に全てやっていただきました。稲刈り
体験については、地元の皆さんの決断で実施することができ、オーナーさん
達は待ちかねたように大勢参加。久しぶりに棚田に活気が戻ってきました。
棚田ネットワークの参加者は少なかったですが、地元の皆さんの手伝いもあ
り、無事完了することが出来ました。
　新型コロナの影響で、今後も当分このような状況が続くことが予想されま
すが、幸い棚田は、3密を避けながら十分楽しめる環境。来年は、工夫をし
ながら体験プログラムを実施していきたいです。川代では、新しいトイレの
設置や地元企業の新人研修の受け入れを検討しているとのこと。私たちはこ
れからも微力ながら棚田保全活動の一端を担っていきます。	 （杉山	行男）
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